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まかわら 
世 帯 数 	13,976 

（昭和51年12月1日現在） 住民基本台張から 

男 25,229人

女 26,951人 

市では、来春から集団移転のあと廃村になつている飯詰の味噌ケ沢に「野鳥の村」を開村、 

野鳥と野草の観察をとおして郷土の自然保護運動を盛り上げます。 
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、 
市 の 人 口 

52,180人 

I 野鳥の村」開村ノ＼ 

0 

統
ノl
ん
ー
そ

＆
 

十
二
月
三
日
 

（金
）
よ
う
や

く
晴
天
よ
み
が

え
る
。
 

登
庁
後
直
ち

に
環
境
班
会
議

を
開
き
、
森
羽

紙
業
の
故
紙
再
 

生
工
場
設
置
に

つ
い
て
は
、
防

火
上
危
険
で
あ
り
工
場
廃
水
に

よ
る
P
c
B
、
B
o
D
汚
泥
の

蓄
積
等
食
物
連
鎖
に
よ
る
「
人

体
の
影
響
」
土
壌
汚
染

に
よ
る

水
田
約
二
、
五
〇
〇
ヘ
ク
タ

ー
 

ル
に
対
す
る
 
「い
わ
ゆ
る
二
次

公
害
」
 
の
恐
れ
を指
摘
し
た
前

回
の
意
見
書
に

つ
い
て
納
得
す

べ
き
解
答
が
な
い
の
で
県
に
対

し
て
追
加
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
を
指
示
。
折
し
も
、
工
藤

湊
町
内
会
長
さ
ん
を
初
め
六
名

の
役
員
の
方
が
来
庁
し
、
地
域

内
に
お
い
て
古
紙
等
の
く
ず
物

た
い
積
場
か
ら
す
で
に
三
回
も

火
災
が
発
生
し
て
お
り
、
ま
た

古
タ
イ
ヤ
の
焼
却
に
よ
り
生
ず

る
油
煙
被
害
、
廃
油
流
出
に
伴

う
用
水
の
汚
濁
等
に

つ
い
て
地

域
住
民
の
生
命
財
産
を
守
る
立

場
か
ら
緊
急
に
対
策
を
講
じ
ら

れ
る
よ
う
要
望
が
あ
っ
た
。
 

十
時
二
〇
分
よ
う
や
く
公
民

館
前
田
野
目
分
館
落
成
式
に
出

席
、
市
中
央
公
民
館
よ
り
も
広

い
七
二
丁
間
の
大
広
間
に
部
落

民
が
ぎ
っ
し
り
、
お
手
伝
い
の

若

い
お
母
さ
ん
方
の
動
き
も
喜

び
で
水
を
得
た
魚
の
よ
う
。
新
 
 

谷
自
治
会
長
の
 
「部
落
に
は
和

気
藷
藷
の
美
風
が

あ
る
。
こ
れ

を
基
に
新
し

い
時
代
に
遅
れ
な

い
よ
う
に
す
る
」
三
上
七
和
農

協
組
合
長
「
住
む
に
価
す
る
七

和
を
作
る
と
い
う
事
の
夢
の
実

現
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
し
た
」
 

川
口
金
木
営
林
署
長
「
国
有
林

の
管
理
に

つ
い
て
非
常
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
の
で
と
り
あ

え
ず
ヒ
バ
の
門
柱
二
本
を
お
贈

り
し
た
が
今
後
も
関
係
資
料
を

寄
贈
し
た
い
」
等
々
い
ず
れ
の

お
話
も
生
き
生
き
と
し
て
胸
を

打

つ
も
の
が
あ
っ
た
。
 

一
時
五
〇
分
、
昭
和
四
十
九

年
度
市
文
化
褒
章
受
章
者
で
青

森
市
に
居
住
す
る
林
柾
次
郎
氏

宅
を
五
農
ス
キ
ー
部

O
B
棟
方

和
弘
さ
ん
と
訪
問
“
シ

ー
ハ
イ

ル
〈
の
う
た
の
誕

生
に

つ
い
て

の
想
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
い

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
昭
和
三
年

一
月
十
四
日
第
一
回
イ
ン
タ

ー
 

カ
レ
ッ
ジ
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

に
秩
父
宮
殿
下
が
ご
来
鰐
な

さ

れ
た
が
、
そ
の
二
日
前
す
な
わ

ち
十
二
日
の
夜
当
時
東
奥
日
報

の
記
者
で
あ
る
と
共
に
五
農
ス

キ
ー
部
の
監
督
を
兼
ね
て
合
宿

を
し
て
い
た
林
さ
ん
が
、
そ
の

晩
の
う
ち
に

ー
と
三
番
を
書
き

あ
げ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
後

日
記
念
碑
建
立
を
約
し
て
辞
す
（
 

同
じ
く
五
十
年
度
市
文
化
褒

章
受
章
者
木
村
さ
た
先
生
宅
を

訪
問
。
夜
金
木
町
故
新
岡
守

一

氏
の
通
夜
に
参
列
。
 

      

   

記 lI 剥 
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又―叙勲、黄綬褒章のへ
＼→ー受章をお祝い - 

勲
五
等
双
光
旭
日

章
秋
元
久
吉
氏
、
勲

五
等
瑞
宝
章
阿
部
厳

夫
氏
、
黄
綬
褒
章
平

山
文
三
郎
氏
の
受
章

祝
賀
会
は
十

一
月
三

十
日
市
民
文
化
会
館

に
百
人
ほ
ど
の
市
民

が
出
席
し
て
開
か
れ

三
氏
の
受
章
を
祝

い

ま
し
た
。
 

す
。
し
ば
ら
く
の
間
じ
ゃ
口

か
ら
放
出
す
る
と
、
き
れ
い

な
水
に
な
り
ま
す
。
 

◇
カ
ル
キ

の
に
お
い
 

水
道
の
水
が

一
般
に
「
カ

ル
キ
く
さ
い
」
 
と
い
わ
れる

の
は
塩
素
が
入
っ
て
い
る
た

め
で
す
。
塩
素
は
水
の
味
を

わ
る
く
す
る
原
因
の
ー
つ
で

す
が
、
消
毒
と
い
う
大
切
な

役
目
を
も

つ
薬
で
す
。
で

す
か
ら
に
お

い
が
し
て
も

識
 ご
案
心
下
さ
い
。
も
し
に

お
い
が
い
や
な
人
は
、
く

み
置
き
の
水
を
飲
む
と
、
 

比
較
的
無
臭
な
お

い
し
い

水
が
飲
め
ま
す
。
 

◇
水
 
の
 
味
 

お
い
し
い
水
は
、
見
た

目
に
き
れ
い
で
あ
る
こ
と

温
度
が
摂
氏
一
五
度
位
で

あ
る
こ
と
、
酸
性
ァ
ル
カ

リ
性
値
が
六
か
五
位
で
あ

る
こ
と
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
適

度
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

有
機
物
が
あ
ま
り
含
ま
れ
て

い
な
い
こ
と
等
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

（
市
水
道
課
）
 

◇
白

い
水
が
出
る
 

と
く
に
、
断
水
の
後
な
 

ど
に
白
い
水
が
出
る
こ
と
 

が
あ
り
ま
中
。
こ
れ
は
管
 

放
置
し
て
お
く
と
、
気
泡

が
浮
き
上
が
り
き
れ
い
な

水
に
な
り
ま
す
。
こ
の
水

は
安
心
し
て
使
え
る
水
で
 

7
 

の
 

そ
 

ま
れ
に
、
じ
ゃ
口
か
ら
変

な
水
が
出
て
び
っ
く
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は

こ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
 

の
中
に
入
っ
た
空
気
が
か
 
ー
 

き
ま
わ
さ
れ
、
細
か

い
気
 
1
 

泡
に
な
っ
て
水
中
に
含
ま
 
西
ノ

れ
た
た
め
で
、
し
ば
ら
く
 

豆
 

の
 

す
c
 

・
‘
 

◇
赤

い
水
が
出
る
 

7
「
 

赤
く
に
ご
っ
た
水
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
近
く
で
水
道
工
事
や
抗

打
工
事
、
断
水
、
管
の
清
掃

作
業
が
あ
り
、
あ
る
い
は
、
 

全
体
の
使
用
水
量
が
急
激
に

増
加
し
た
こ
と
な
ど
の
た
め

水
道
管
の
中
を
流
れ

る
水
の

速
度
や
方
向
が
変
化
し
た
と

き
、
管
の
中
の
鉄
サ
ビ
が

流

れ
出
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
 

家
庭
の
水
道
が
古
く
な
っ
て

鉄
サ
ビ
が
流
れ
出
る
た
め
で
 

除
雪
に
ご
協
力
下
さ
い
 

鱗
時
 
障
害
に
な
ら
な
い
よ
う
に
 

路
上
駐
車
は
し
な
い
で
 

除
雪
作
業
は
、
交
通
の
少
な

い
時
間
帯
に
行
う
た
め
、
夜
間

や
早
朝
の
作
業
が
多
く
、
雪
、
 

地
吹
雪
中

の
作
業
の
た
め
視
界

が
悪
く
非
常
に
危
険
で
す
。
 

駐
車
し
て
い
る
部
分
が
除
雪

で
き
な
く
な
り
、
こ
れ
が
交
通

障
害
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
 

除
雪
中
、
三
十
屑
以
内
危
険

除
雪
車
は
、
重
機
械
で
あ
り

前
方
で
も
十
H
以
内
に
入
る
と

死
角
に
な
り
ま
す
。
雪
の
な
か

に
入
っ
て
い
る
砕
石
、
木
材
、
 
 

ガ
ラ
ス
な
ど
が
飛
散
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
三
十
屑
以

内
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
 

除
雪
は
「
右
側
走
行
」
も

風
向
、
道
路
、
雪
提
条
件
で

右
側
を
走
行
し
な
が
ら
除
雪
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
除
行

し
て
く
だ
さ
い
。
除
雪
機
械
は

作
業
中
必
ず
「
黄
色
回
転
灯
」
 

を
点
灯
し
て
お
り
ま
す
。
 

除
雪
作
業
で
、
物
が

こ
わ
れ

た
り
、
ケ
ガ
人
が
で
た
ら
直
ち

に

（関
係
機
関
へ
）
連
絡
願

い

ま
す
。
と
く
に
、
物
が

こ
わ
れ

た
場
合
、
早
急
に
報
告
さ
れ
な
 
 

い
と
原
因
究
明
が
困
難
に
な
り

保
障
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。
 

路
上
故
障
は
目
印
を
 

雪
の
な
か
に
車
を
乗
り
捨
て

ま
す
と
地
吹
雪
、
降
雪
な
ど

で

埋
も
り
、
除
雪
車
が
発
見
で
き

ず
衝
突
す
る
危
険
が
あ
り
ま
t
 

目
印
に
は
、
赤
旗
を
で
き
る

だ
け
高
く
立
て
て
く
だ
さ
い
。
 

路
上
に
雪
を
捨
て
な
い
 

除
雪
は
、
全
部
機
械
力
で
お

こ
な
い
ま
す
の
で
、
路
側
に
雪

が
た
ま
り
ま
す
。
こ
の
雪
は
、
 

一
定
量
に
な
る
と
運
搬
、
俳
雪

し
ま
す
の
で
通
路
な
と
に
入
っ
 
 

た
雪
は
路
側
に
積
ん
で
お

い
て

く
だ
さ
い
。
 

道
路
は
広
く
 

私
有
物
件
（
材
木
、
鋼
材
）
 

が
路
上
に
は
み
出
し
て
お
き
ま

す
と
除
雪
車
が
衝
突
、
巻
き
込

み
の
た
め
重
大
な
事
故
発
生
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
歩
道
に
車
を
乗
り

入
れ
る
た
め
歩
車
道
の
境
界
に

お
い
て
い
る
木
材
、
鋼
材
は
積

雪
状
態
に
な
る
と
使
用
さ
れ
な

い
わ
け
で
す
か
ら
冬
期
間
は
取

り
外
し
て
く
だ
さ
い
。
路
上
で

の
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
、
「
か
ま

く
ら
」
遊
び
は
や
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。
 

除
雪
に
ご
協
力
を
 

屋
根
か
ら
落
と
し
た
雪
は
で

き
る
だ
け
空
地
な
ど

に
捨
て
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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市
農
業
委
員
会
で
は
、
今
年

も
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
を
作

成
す
る
こ
と
に
な
り
、
 一
月
一

日
現
在
で
「
農
業
委
員
会
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
資

格
の
あ
る
方
は
も
れ
な
く
申
請

し
て
下
さ
い
。
 

▽
登
載
の
資
格
 

①
市
内
に
住
所
が
あ
っ
て
、
 

昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
前
に

生
ま
れ
た
方
 

②
十
ァ
ー
ル
以
上
の
農
地
を

耕
作
し
て
い
る
世
帯
で
、
年
間
 

来
年
使
用
す
る
農
業
用
免
税

乾
油
の
交
付
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
 

一
 

一
 

(
 

六
十
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
 

③
同
居
の
親
族
（
六
親
等
内

の
血
族
、
配
偶
者
お
よ
び
三
親

等
内
姻
族
）
 

▽
申
請
で
き
る
条
件
 

①
十
ァ
ー
ル
以
上
の
農
地
を

も
っ
て
い
る
経
営
者
 

②
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員

▽
申
請
書
の
配
付
と
回
収
 

申
請
書
は
、
十
二
月
未
日
ご

ろ
行
政
連
絡
員
（
旧
市
内
は
農

業
組
合
長
）
を
通
じ
農
家
の
皆

さ
ん
へ
配
布
（
取
り
ま
と
め
）
 

▽
受
付
期
間
 
十
二
月
二
十
 

日
ー
一
月
三
十

一
日
ま
で
 

▽
申
請
用
紙
 
各
農
協
、
ま
 

カ
 
ン
ボ

ク
（
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
）
 

果
を
残
し
て
い
る
数
種
類
の

植
物
に
出
合
う
だ
け
で
あ
る
。
 

カ
ン
ボ
ク
は
、
そ
の
代
表

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
松

島
団
地
入
口
の
右
手
に
見
事

な
赤
い
果
の
群
を
見
せ
て
い
 
 

し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま

す
か
ら
、
 一

月
十
日
ま
で
 

必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

▽
記
載
上
の
ご
注
意
 

（農
家
が
記
入
す
る
と
こ
ろ
）
 

①
申
請
者
の
住
所
と
氏
名

②
耕
作
面
積
 

③
選
挙
権
の
あ
る
世
帯
員
の

氏
名
、
面
積
 

④
生
年
月
日
 

な
お
、
不
明
の
点
は
、
農
業

委
員
、
ま
た
は
、
市
農
業
委
員

会

（電
話
⑤
2
1
1
1
、
内
線
 

3
1
3
）
へ
お
問
い
あ
わ
せ
下

さ
い
。
 

」
三三
一！！
二
三
ニ
手
三
」
三
 

た
は
軽
油
販
売
店
に
あ
り
ま
す

▽
記
入
要
領
 
県
税
事
務
所

農
協
、
軽
油
販
売
店
に
お
間
い

あ
わ
せ
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
（
電

話
⑤
2
5
4
9
番
）
 

べ
っ
た
い
種
子
が
出
て
く
る
 

一

こ
と
で
、
他
の
ス
イ
カ
ズ
ラ
 

ー
 

科
で
あ
る
ガ
マ
ズ
ミ
や
ミ
ヤ
 

ー
 

マ
ガ
マ
ズ
ミ
と
す
ぐ
区
別
す
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

）
 

味
は
不
明
で
あ
る
。
 

「
ー
保
育

所
（
園
）
入
J
 

一
 
所
児
童

を
受
付

L
 

市
で
は
、
明
年
四
月
一
日
か

ら
保
育
所
（
園
）
に
入
所
す
る

児
童
の
申
請
を
受
付
け
し
て
い

ま
す
。
 

▽
受
付
期
間
 
十
二
月
六
日
 

ー
五
十
二
年

一
月
十
日
ま
で

▽
受
付
場
所
 

市
福
祉
事
務
所
 

▽
対
象
児
童
 
生
後
六
カ
月

以
上
『
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

で
、
家
庭
保
育
の
で
き
な
い
家

庭
 な

お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
 

市
福
祉
事
務
所
へ
お
問
い
あ
わ

せ
下
さ
い
。
 国

民
年
金
の
保
険

料
を
忘
れ
ず
に
納
め

て
い
ま
す
か
、
保
険

料
を
納
期
限
ま
で
に

納
め
て
い
ま
せ
ん
と

万

一
け
が
を
し
た
り

不
幸
に
し
て
ご
主
人

が
亡
く
な
っ
た
と
き

な
ど
に
、
障
害
年
金

や
母
子
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。
 

い
ぎ
と
い
う
時
の

た
め
に
も
、
保
険
料

は
忘
h
ず
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。
 

保
険
料
の
納
付
の

方
法
は
、
年
四
回
、
 

三
カ
月
分
ず
つ
ま
と

め
て
市
町
村
役
場
や
 

1
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク

J
 

F
補
聴

器
を
寄
贈

L
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（山
口
徳
二
会
長
）
は
、
こ

の
ほ
ど
市
立
中
央
小
学
校
の
こ

と
ば
の
教
室
ヘ
ス
テ
レ
オ
式
聴
 

指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
に
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 

こ
の
ほ
か
に
保
険
料
を

一
年
分

ま
と
め
て
前
納
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
 

前
納
す
れ
ば
保
険
料
が
割
引

さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
保
険
料
を
納
め
た
く

て
も
家
計
が
苦
し
い
と
か
、
生

活
保
護
を
う
け
て
い
る
人
な
ど

は
、
保
険
料
の
免
除
を
う
け
ら

れ
ま
す
。
 

免
除
さ
れ
た
分
の
保
険
料
は

後
で
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
と

き
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ

ま
す
。
 

う
っ
か
り
納
め
忘
れ
の
ま
ま

二
年
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
と
、
 

時
効
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
年
 
 

能
訓
練
器

（
卓
上補
聴
器
）
一

式
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

難
聴
児
の
聴
覚
機
能
を
高
め

る
た
め
の
訓
練
器
で
、
原
則
と

し
て
個
人
指
導
に
使
用
で
き
ま

す
。
 

金
が
う
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。
 

1
朝
市

の
会
で
助

J
 

F
け
合
い
に

寄
付

L
 

五
所
川
原
朝
市
の
会

（
一戸

義
雄
生
産
者
代
表
、
片
山
マ
イ

小
売
業
代
表
、
会
員
三
八
人
）
 

は
、
こ
の
ほ
ど
販
売
収
入
の
一

部
と
し
て
ニ
万
三
千
五
百
円
を

歳
末
た
す
け
あ
い
に
寄
付
し
ま

し
た
。
 

◇
 
◇
 

新 年 
名刺交換会 

‘と き 昭和52年 1月 1日 

午前11時から 

‘ところ 市民文化会館 

‘会 費 1, 000円（お申 

し込みと同時に納入して下さ 

) し、 

‘申込み締切り 12月20日 

（月）まで。市情報課、五所 

川原商工会議所へ。 

	' 

一
 

五
所
川
原
の
＋
二
月
は
、
 

一
 
あ
れ
ほ
ど
豊
か
で
あ
っ
た
野
 

〈
 
草
の
世
界
も
眠
り
に
入
っ
て
 

」
 
し
ま
い
そ
の
活
発
な
姿
を
求
 

手
三
二
三子
…
―
三手
三
三
ニニ子
―
・
三三
 

三
「…
…
三三
一
・
・
ミ
三

子
・
・
 

免
税
軽
油
の
申
請
 

ニ
十
日
か
ら
受
付
し

ま
す
 

一
 
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

な
赤
い
果
の
群
を
見
せ
て
い

一
 

わ
ず
か
に
、
秋
に
つ
け
た
 
る
。

大
豆
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
 

農
業

委

員
 
選
挙
人

名
簿
を

作
成
 

一
月
一
日
現
在
で
、
ご
協
力
下
さ
い
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く
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中
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ら
平
 

ぶ
し
て
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と
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中
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平
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‘
■
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草
と
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散
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環

野
共
辞
発
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』×
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‘
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，
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い
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ま
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、
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肝
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者
く
が
、
そ
の
意
 

一
 

v
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

J
、
く
“
ノ
、
・

・
》
ー
‘
ー
‘
ー
‘
？
、
く
く
・

‘
？
、
‘

r
ー
‘
く
‘
ー
‘
ー
‘
ー
く‘J'
J、‘
ー
‘1
1

く
く
く
く
く
く
く
く
‘

く
く
く
くく
くく
く
く
‘
・
‘
ー
‘
ー
‘
A
 

マー 金の保険料は~ 
＼ 	 に納めましょ 	＼ 



昭和51年（1976年）12月15日（390号） ④ （第3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 

米

市
税
の
督
促
状
に

つ
い
て
米
 

お 

し 

ら 

せ 

区分部門 標 	語 ポスター 生活体験文 ・ 論 文 

テ 一 マ 

ものを大切にする 
こと、浪費をいま 
しめること、及び 
ものの有効活用等 
を訴えるもの 

同 左 
日常生活の中で、ものを大切にす
ることにっながる工夫、アイデア 

鷲長驚筆読議勤嘱監 
措置等にっいての具休的提案 

数 1人 	2点以内 同 左 1人 	1編 

形 式 l点 	15字～17字 
程度（官製はがき） 

39cmX 44cm 
(4っ折 

400字詰原稿用紙10枚以内 

応募資格 県 民 な ら 誰 で も よ い 

「ー 一ー 

市
税
の
収
納
等

に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
素
皆
様
方
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
 

市
税
に
は
各
々
納
期
限
が
あ

り
、
納
期
限
後
二
十
日

以
内
に

督
促
状
を
送
達
し
ま
す
。
市
で

は
、
納
期
限
の
翌
月
十
五
日
現

在
未
納
の
分
に

つ
い
て
、
本
庁

及
び
各
支
所
か
ら
納
税
通
知
書

番
号
で
連
絡
さ
れ
た
も
の
を
集

計
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
導
入

し
二
十
日
付
で
発
送
し
て
い
ま

す
。
と
く
に
直
納
分
（
直
接
金

融
機
関
等
に
納
付
さ
れ
た
各
支
 
 

所
分
）
に

つ
い
て
は
、
本
庁
か

ら
各
支
所

へ
納
税
通
知
書
を
返

送
し
、
消
込
み
を
し

た
後
で
連

絡
さ
れ
て
来
ま
す
。
た
だ
し
、
 

十
五
日
か
ら
発
送
さ
れ
る
ま
で

の
間
に
納
付
さ
れ
た
分
に

つ
き

ま
し
て
は
、
督
促
状
を
抽
出
さ

れ
な
い
ま
ま
発
送
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
点
は
あ

し
か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
た
び
の
国
民
健
康
保
険

税
2
期
分
及
び
固
定
資
産
税
3
 

期
分
の
督
促
状
に

つ
き
ま
し
て

は
、
直
納
さ
れ
た
分
の
抽
出
作
 

「
冷

害
農
家

の
市

ー
 

［
税

等

を
減
免
 

今
回
の
冷
害
に
よ
る
水
稲
及

び
風
害
に
よ
る
り
ん
ご
の
被
害

者
に
対
し
て
、
被
害
額
が
共
済

組
合
等
で
補
て
ん
さ
れ
る
共
済

金
を
算
入
し

て
も
、
な
お
被
害

が
平
年
作
の
三
〇
％
以
上
で
あ

る
と
き
は
、
被
害
を
証
明
す
る

共
済
組
合
等
の
証
明
書
を
添
付

し
て
（
印
鑑
も
必
要
）
十
ニ
月

二
十
八
日
ま
で
、
市
税
務
課

へ

申
請
し

て
下
さ
い
。
 

1
1共
同
募
金
 

一
 
目
標
上
回
る
ー
 

五
十

一
年
度
の
共
同
募
金
は

十
月
一
日
か
ら

ー
カ
月
間
行
な
 
 

業
に
不
手
際
を
生
じ
、
特
に
栄

地
区
、
松
島
地
区
、

七
和
地
区

の

一
部
の
方
々
に
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
を
心

か
ら
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。
 

今
後
共
何
分
の
ご
協
力
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
 

ま
す
。
 

（市
収
納
課
）
 

わ
れ
、
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

二
百
十
八
万
四

千
四
百
四
十
三

円
（
目
標
に
対
し

一
二
五
・
六

一
％
）
の
実
績
を
あ
げ

る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
こ
に
中
間
報
告
を
し

て
感

謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
 

1
長
尾
さ
ん

ニ
十
五

J
 

r
年
目
の
善
意
ー
 

市
内
松
野
木
の
長
尾
政
五
郎

さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
市
立
松
野

木
小
学
校
と
野
里
小
学

校
の
新
 

ー 一  」 

ー
 ー
 

入
生
に
あ
げ
て
下
さ
い
と
、
ノ
 

ー
ト
八
十
冊
を
市
教
育
委
員
会

に
届
け
ま
し
た
。
 

ま
た
、
生
活
に
困
っ

て
い
る

家
庭
に
と
、
 ー
キ
ロ入
り
砂
糖
一
一

十
五
袋
を
市
福
祉
事
務
所
に
預

託
し
ま
し
た
。
長
尾
さ
ん

の
温

か
い
善
意
は
、
二
十
五
年
も
続

い
て
お
り
ま
す
。
 

ー
飯
塚

助
役

五
万
ー
 

円
を
寄
付
ー
 

飯
塚
平
次
市
助
役
よ
り
市
教

育
振
興
会

へ
五
万
円
の
寄
付
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

ー

福
山

被
災

者
に
ー
 

ー
 
タ
オ
ル
贈

る
ー

ー
 

口
ー
タ
リ
ー
ク
・
会
議
所

五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
と
五
所
川
原
商
工
会
議
所
は

こ
の
ほ
ど
福
山
火
災
の
被
災
者
 

に
あ
げ
て
下
さ
い
と
、
タ
オ
ル

百
八
十
九
本
を
市
に
預
託
し
、
 

佐
々
木
市
長
に
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。
ー
写
真
l
右
 

ー
阿
部
さ
ん
五
万

ー
 

円
を
寄
付

ー
 

市
内
原
子
で
文
具
商
を
営
ん
 
 

で
い
る
阿
部
厳
夫
氏
よ
り
市
教

育
振
興
会

へ
五
万
円
の
寄
付
が

奇
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

市
長
、

新
年
テ
レ
ビ

放
送
 

▽
A
T
v

（
青森
テ
レ
ビ
）
 

一
月
二
日
午
前
七
時
十
五
分

ー
 

七
時
三
十
分
ま
で
 

▽
R
A
B
 

（
青森
放
送
）
 

一
月
二
日
午
前
八
時
三
十
分

ー
 

八
時
四
十
五
分
ま
で
 

「昔

の
写
真

」
お
持

ち
の
方

へ
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
の

年
表
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
が
、
 

昔
の
建
物
と
か
、
風
景
の
写
真

を
お
持
ち
で
し
た
ら
お
借
し
願

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご
連
絡

は
、
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
へ
 
（
内
線
二
五
〇
番
）
 

飲酒、暴走運転をやめよう 

年末の交通安全運動 

12月16日～12月25日まで 

主唱 市交通事故防止対策本部 

年末年始は、飲酒する機会が多く、また酒のみ運転による交 

通事故も増加の傾向にあるので、県の重点目標である飲酒、暴 

走運転の根絶を市民の総力をあげて展開しよう。 

市
本
庁
、
市
民
文
化
会
館
 
十
日

の
午
前
中
は
平
常
業
務
 

市
中
央
公
民
館
（
図
書
館
）
 
に

つ
き
ま
す
。
 

三
道
会
館
、
国
連
青
少
年
の
 

水
道
の
故
障
は
 

家
、
老
人
憩
の
家
は
、
十
二
 

十
二
月
三
十

一
日
ま
で
元
 

月
二
十
九
日
ー
一
月
三
日
ま
 
町

浄
水
場
、
 
一
月
三
日
ま
で
 

で
休
み
ま
す
。
 

市
水
道
課
で
受
付
け
し
ま
す
。
 

た
だ
し
、
本
庁
窓
ロ
サ
ー
 
ゴ

ミ
の
収
集
は
 

毅
綱
 
年
末
年
始
、
市
の
窓
口
 
旦
 

収
納
課
、
会
計
課
（
現
金
支
 

ま
で
平
常
ど
お
り
収
集
に
あ

払

い
業
務
は
除
く
）
は
、
十
 

た
り
ま
す
。
 

二
月
三
十

一
日
正
午
ま
で
窓
 

野
里
埋
立
地
の
不
燃
物

の

口
業
務
を
行
な

い
ま
す
。
 

引
き
受
け
は
、
十
二
月
三
十

西
北
中
央
病
院

（
敷島
分
 
日

ま
で
で
す
。
 一
月
四
日
か

院
と
も
）
は
、
年
末
、
年
始
 

ら
平
常
ど
お
り
収
集
に
あ
た

は
休
み
ま
す
が
、
十
二
月
三
 

り
ま
す
。
 

ものを大切にする運動・ムダをなくする運動

標語・生活体験文・論文・ポスターの募集 

【主催 ものを大切にする県民運動推進会議】 

⑥募集内容 

☆送 り 先 「ものを大切にする県民運動推進会議事務局」 
030 青森市長島一丁目1番1号 県庁消費流通課内 
または、市商工観光課内 

☆しめ切り 昭和52年1月20日必着 
☆表 彰 各部門 最優秀賞1 優秀賞2 佳作若干とし、 「もの 

を大切にする県民大会」 において表彰する。 
☆発 表 昭和52年1月中旬、本人（学童、生徒の場合は、本人 

の所属する学校）あて通知する。 
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